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「日本六十余州国 切々絵図 出羽国」(A290114-1)(114cm× 155cm)



貨
雹
排
躍
介

爾
繹
餃
十
拿
蠅
褥
鯰
鬱
絵
鯰

当
館
に
は
、
旧
国
六
十
八
ヶ
国
を

一
国

ず

つ
に
仕
立
て
た

（備
前
国
の
み
二
枚
）

六
十
九
枚
の
絵
図
が
あ
り
、
こ
れ
ら

一
群

の
絵
図
を

「日
本
六
十
余
州
国
々
切
絵
図
」

と
総
称
し
て
い
る

（以
下

「切
絵
図
」
と

略
称
す
る
）
。

六
十
八
ヶ
国
の
絵
図
を
揃

っ
て
所
蔵
し

て
い
る
の
は
、
山
口
県
文
書
館
と
当
館
だ

け
で
、
川
村
博
忠
氏
が

「寛
永
国
絵
図
の

縮
写
図
と
み
ら
れ
る

「
日
本
六
十
八
州
縮

写
国
絵
図
」

（
『歴
史
地
理
学
』

一
七
六
）

で
、
自
井
哲
哉
氏
が

「
「
日
本
六
十
余
州

国
々
切
絵
図
」
の
地
域
史
的
考
察
」
寛
永

国
絵
図
の
縮
写
図
と
み
ら
れ
る

「
日
本
六

十

八
州
縮
写
国
絵
図
」

（
『
駿
台
史
学
』

一
〇
四
号
）

で
、

「切
絵
図
」
を
取
り
上

げ
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
両
氏

の
成
果
に
学
び
な
が

ら
、

「伝
来
」
と

「作
成
年
代
」
に

つ
い

て
、
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

宝
永
七
年
に
作
成
さ
れ
た

「御
文
書
並

御
書
物
目
録
」
に

「
東
国
絵
図
十

一
通

上
総
、
下
総
、
上
野
、
下
野
、
武
蔵
、
相

模
、
常
陸
、
陸
奥
、
安
房
及
古
河
等
ノ
図

也
、
元
禄
十
丁
丑
、
江
戸
二
於
テ
コ
レ
ヲ

写
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
十

一
通
の
う
ち

現
存
す
る
絵
図
は
、
古
河
と
陸
奥
を
除
い

た
九
通
で
あ
る
。

切
絵
図
と
東
国
絵
図
の
伝
来
な
ど
を
整

理
し
た
の
が
、
表
１
で
あ
る
。
史
料
は
天

保
三
年
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

「御

文
書
目
録
」
と
、
明
治
三
十
二
年
、
秋
田

県
が
、
創
立
間
も
な
い

「秋
田
図
書
館
」

に
書
籍
を
貸
し
付
け
た
際

に
作
成
し
た

「
旧
書
籍
目
録
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵

図
の
中

の

「下
総
国
絵
図
」

（秋
田
本

Ｂ

と
表
記
）
に
つ
い
て
は
、
自
井
氏
が
先
に

あ
げ
た
論
文

で
取
り
上
げ
、
切
絵
図

の

「
下
総
国
」

（秋

田
本

Ａ
と
表
記
）
と
比

較

・
検
討
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
秋
田

本
Ａ
に
は

「本
印
壱
番
」
の
墨
書
が
、
秋

田
本

Ｂ
に
は

「
七
ノ
仁
」

ヨ
二
十

二
番
」

の
朱
書
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
、
表
１
の
記
号
と

一
致
す

フ（せ。と
こ
ろ
で
、
正
徳
二
年
に
作
成
さ
れ
た

「御
絵
図
御
用
留
書
」
に
は
、
「御
兵
具
蔵
」

で

「出
羽
十
二
郡
大
絵
図
」
や

「出
羽
七

郡
御
絵
図
」
等
の
絵
図
が
保
管
さ
れ
て
い

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に

は
切
絵
図
も
東
国
絵
図
も
書
か
れ
て
お
ら

ず
、
伝
来
に
つ
い
て
現
在
は
、
こ
れ
以
上

は
言
及
で
き
な
い
。

次
に
、
東
国
絵
図
と
切
絵
図
を
比
較
す

る
と
、
東
国
絵
図
が
切
絵
図
よ
り
も
、
山

の
形
な
ど

て
い
ね
い
に
描
か
れ

て
い
る

が
、
構
図
や
記
載
内
容
が
同
じ
で
、
こ
の

二
つ
の
絵
図
は
、
同
じ

「原
図
」
を
、
さ

ほ
ど
時
間
が
経
過
し
な
い
う
ち
に
、
違
う

者
が
写
し
た
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
切
絵

図
は
東
国
絵
図
以
前
に

写
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
切
絵

図
を
作
成
し
た
者
が
、

東
国
絵
図
を
見
て
い
れ

ば
、
そ
れ
以
上
の
絵
図

に
仕
上
げ
た
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
自
井
氏
は
正

保
期
に
は
武
蔵
国
葛
飾

郡
の

一
部
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
栗
橋
、
幸
手

等
が
下
総

国

の
絵

図

（秋
田
本
Ａ
、
Ｂ
と
も
）

に
描
か
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
、
こ
の
地
域

は
寛
永
十

一
年
十
月
ま

で
は
下
総
国
猿
島
郡
ま

た
は
葛
飾

郡
と
記
さ

れ
、
同
十
四
年
七
月
に

武
蔵
国
葛
飾
郡
に
編
入
さ
れ
た
と
、
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
因
み
に

「武
蔵
国
絵
図
」

（東
国
絵
図
）
に
は
、
葛
飾
郡
は
入

っ
て

お
ら
ず
、
両
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
寛
永
期
の
絵
図
を
模
写
し
た
も
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
切
絵
図
と
東
国
絵
図
と
、
正
保

の
国
絵
図
で
、
と
ら
れ
て
い
る
出
羽
国
の

秋
田
部
分
の
地
名
を
比
較
し
た
い
と
思

っ

た
が
、
紙

数

の
関

係

で
省

略

し
、　
一

つ
だ

け
例

を
あ
げ

て
検
討
し
た
い
。

山
本
郡
八
森
町
の

町
域

に

入
る
地
域

で

二

つ
の
地

図

と

も
に

「
小
伊
良
川
」

と

い

う

表

記

し

、

さ
ら

に

「
梅
津
政

景

日
記
」
寛
永

四

年
八
月
の
条

で
も
、

「
八
森

こ
い
ら
川
」

と
表

記

さ
れ

て
い

る
。

し
か
し
、

正

保

四
年

の
国
絵

図

で
は

こ
の
地
名

は

と
ら
れ
て
い
な
い
。

と
す

れ
ば

、
寛
永

期

の
絵

図

の
模

写

と

い
う
指
摘

が
妥

当
性

を
持

っ
て
く

る
。

い
ず

れ

に
し

て
も
こ
れ
だ
け
で
は
、
論
証
不
足
な
の
で
、

こ
れ
ら
の
絵
図
を
活
用
し
た
研
究
が

一
層

進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（古
文
書
課
　
菊
池
保
男
）
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鑽
晰
鶯
獨
鰈
瘍
獨
莉
晰
莉
儘
鍮
紆
踪

当
館
で
は
、
原
本
の
保
存
と
利
用
者
の
便

宜
を
考
え
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
に

よ
る
に
よ
る
史
料
の
複
製
化
を
実
施
し
て
い

る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

ヘ
撮
影
し
た
も
の

は
写
真
帳
に
製
本
し
て
閲
覧
室
に
配
架
し
、

電
子
コ
ピ
ー
機
で
の
史
料
の
複
写
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
大
抵
の
場
合
、
原

本
の
複
写
を
希
望
す
る
人
に
は
、
史
料
が
傷

む
た
め
に
電
子
コ
ピ
ー
機
の
使
用
を
お
断
り

し
、
カ
メ
ラ
で
の
写
真
撮
影
を
お
願
い
し
て

い
る
が
、
写
真
帳
が
閲
覧
室
に
配
架
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
電
子
コ
ピ
ー
機
の
使
用
が
可

能
と
な
り
、
手
軽
に
気
軽
に
史
料
の
利
用
が

で
き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で

「渋
江
和
光
日
記
」

「梅
津
政

景
目
記
」

「被
仰
渡
控
」

「石
井
忠
運
日
記
」

「町
触
控
」
「秋
田
藩
家
蔵
文
書
」

「野
上
陳

令
日
記
」

「野
上
陳
孝
日
記
」
な
ど
の
史
料

を
複
製
化
し
て
い
る
。
今
年
度
は
県
立
図
書

館
か
ら
移
管
さ
れ
た
混
架
史
料
の
う
ち
、
三

二
〇
点
の
史
料
の
複
製
を
行

っ
た
。
主
な
史

料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
史
料
名
の

下
の
数
字
は
、
整
理
番
号
で
あ
る
。

鶉

「秋
田
の
落
葉
」

２

八
―

一
四
二
）
真

崎
勇
助
編
。
明
治
二
十
年
～
大
正
五
年
成

立
。
藩
制
、
検
地
、
社
寺
、
詩
歌
、
植
林
、

採
鉱
、
商
工
等
多
方
面
に
わ
た
る
古
人
の

著
作
を
筆
写
し
、
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

瘍

「羽
陽
秋
北
水
土
録
」
２

八
―

一
四
七
）

照
井
浄
因
著
。
平
鹿
郡
朝
舞
村
玄
福
寺
の

住
職
で
あ

っ
た
著
者
が
秋
田
藩
に
献
上
し

た
意
見
書
。
荒
廃
す
る
農
村
を
立
て
直
す

た
め
に
、
自
然
、
農
業
、
商
業
、
信
仰
、

行
政
の
あ
り
方
を
述
べ
て
い
る
。
天
明
年

間
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

隋

「五
十
五
日
記
」

２

八
―

一
五
八
）
手

柄
岡
持
著
。
寛
政
六
年
成
立
。
江
戸
か
ら

京
都
ま
で
五
十
五
日
を
か
け
て
旅
行
し
た

時
の
狂
文

・
狂
歌
の
紀
行
文
で
あ
る
。

蝙

「鉱
山
紀
年
録
」

２

八
―

二
四
八
）
杉

原
行
天
著
。
文
政
七
年
成
立
。
秋
田
藩
内

の
各
鉱
山
の
請
負
山
師
の
名
前
、
取
扱
い

担
当
者
、
所
在
地
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

著
名
な
鉱
山
だ
け
で
は
な
く
、
採
掘
事
業

が
行
わ
れ
た
も
の
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
と
り

あ
げ
、
そ
の
記
載
対
象
は
細
部
に
及
ん
で

い
る
。

隋

「青
義
先
生
上
書
」

２

八
―

二
四
九
）

中
山
盛
朝
著
。
文
政
六
年
成
立
。
八
代
藩

主
佐
竹
義
敦
の
侍
講
を
つ
と
め
た
中
山
青

義
が
、
義
敦
の
た
め
に
記
し
た
上
書
数
点

を
書
写
し
、　
一
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

君
主
た
る
も
の
の
あ
る
べ
き
姿
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

瘍

「秋
田
藩
孝
行
記
」

盆
一
一
―
五
四
）
牛

丸
市
郎
右
衛
門
、
石
川
源
七
郎
他
著
。
文

政
七
年
～
嘉
永

二
年
成
立
。
「天
」

「地
」

「人
」

の
三
冊
か
ら
な
る
。
父
母
に
孝
養

を
つ
く
し
て
藩
よ
り
賞
さ
れ
た
農
民
、
町

民
の
名
を
記
し
、
そ
の
孝
養
の
実
態
を
記

録
し
た
も
の
で
あ
る
。　
一
冊
目
の
奥
書
に

よ
れ
ば
、
文
化
四
年
の
幕
府
の
命
令
に
よ

っ
て
、
領
内
の
孝
行
奇
特
の
者
を
書
き
上

げ
た
簿
冊
の
控
え
と
考

え
ら
れ
る
。

瘍

「初
岡
綱
正
日
記
」
２
一

五
―

一
二

一
）
初
岡
綱

正
著
。
秋
田
藩
士
初
岡

綱
正
の
藩
校
他
の
役
職

中

の
留
書

で
、
文
久

二

年
、
文
久
三
年
、
明
治

二
年
、
明
治
四
年

一
月

～

五

月

の
記

録

で
あ

る
。
初
岡
は
明
治
四
年

十

二
月
国
事
犯
と
し
て

刑
死
し
て
い
る
。
初
岡

の
直
筆
原
本
で
あ
る
。

瘍

「
御
公
務
要
録
」

↑
一

五
―

一
六
八
）
著
者
、

成

立

年

代

と

も

に

不

詳
。
公
儀
御
用
勤
方
の

心
得
を
は
じ
め
幕
府
達

書
や
幕
府

へ
の
伺
書

・

願
書

・
届
書
等
を
記
録

し
た
も
の
で
あ
る
。

隋

「
橿
堂

日
録
」

２
一
五

―

一
七
〇
）
長
瀬
直
温

著
。
安
政
三
年
～
安
政

四
年
の
成
立
。
安
政

二

年
蝦
夷
地
の
幕
領
化
に
伴
い
、
蝦
夷
地
経

営
に
あ
て
ら
れ
た
東
北
諸
藩
は
、
箱
館
詰

留
守
居
役
を
派
遣
し
た
。
本
史
料
は
、
秋

田
藩
か
ら
箱
館
詰
財
用
奉
行
見
習
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
長
瀬
直
温
の
箱
館
滞
在
中
の

日
記
で
あ
る
。
長
瀬
の
直
筆
原
本
で
あ
る
。

今
後
も
史
料
の
複
製
化
は
継
続
し
て
い

く
の
で
、
是
非
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（古
文
書
課
　
後
藤
富
員
）
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『
黎
腋
雉
憮
』
は
や
い
τ

公
文
書
書
庫
に
は
、
慶
応
四
年

（
一
八

六
八
）

一
月
か
ら
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）

二
月
ま
で
の

「御
公
務
控
」

一
六
冊
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。

明
治
二
年
六
月
の
版
籍
奉
還
で
、
久
保

田
藩
は
政
府
の
地
方
行
政
単
位
と
な

っ
た
。

四
年

一
月
に
秋
田
藩
と
改
称
さ
れ
た
後
、

七
月
に
廃
藩
置
県
で
旧
藩
城
に
秋
田
県
が

成
立
し
た
。
十

一
月
に
は
、
岩
崎

・
亀

田

。
本
荘

・
矢
島

の
旧
県
お
よ
び
隣
県
か

ら
鹿
角
郡
と
仁
賀
保
が
統
合
さ
れ
た
。
こ

の
間
、
「御
公
務
控
」
は
久
保
田
藩

（秋
田

藩
）
か
ら
秋
田
県
に
書
き
継
が
れ
て
い
る
。

版
籍
奉
還
後
の
藩
で
作
成
さ
れ
た
公
文

書
は
、
近
代
行
政
文
書

の
範
疇
に
入
れ

「藩
庁
文
書
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
「御
公

務
控
」
は
行
政
制
度
の
変
遷
を
は
さ
み
作

成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

一
応
、
藩

庁
文
書
の
分
類
で
考
え
て
み
た
い
。

藩
庁
文
書
は
、
藩
の
行
政
文
書
、
政
府

と
の
往
復
文
書
、
藩
知
事
家
の
文
書
に
大

別
さ
れ
る
。
「御
公
務
控
」
は
、
同
じ
書
庫

に
保
存
さ
れ
る

「御
布
告
控
」
と
共
に
政

府
と
の
往
復
文
書
に
あ
た
る
。

「御
布
告
控
」
に
は
主
に
政
府
の
布
告
、

「御
公
務
控
」
に
は
そ
れ
以
外
の
政
府
の
指

令
や
藩

（県
）
か
ら
の
伺
、
他
藩

（県
）

と
の
往
復
文
書
な
ど
が
記
録
さ
れ
た
。

「御
布
告
控
」
の
内
容
は
全
国
各
藩
各

府
県
に
伝
達
さ
れ
た
布
告
で
あ
り
、
『法
令

全
書
』

の
中
に
全
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
「御
公
務
控
」
の
内
容
は
久

保
田
藩

（秋
田
藩
）
お
よ
び
秋
田
県
を
軸

と
し
た
往
復
文
書
と
言
え
る
。

「御
公
務
控
」
は
、
統
合
後
の
秋
田
県

が
開
庁
す
る
明
治
五
年
二
月
ま
で
作
成
さ

れ
た
ら
し
い
。
が
、
六
年
八
月
の
県
庁
火

災
の
際
に
、
三
年
の

一
～
二
月
分
と
八
～

十
二
月
分
が
失
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
貴
重
文
書
書
庫
の

「佐
竹
文
庫

（宗
家
ご

に
も
、
明
治
三
年
五
月
か
ら
五

年

一
月
ま
で
の

「公
務
控
」

一
三
冊
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。
公
文
書
書
庫
の
も
の
と

照
合
す
る
と
、
細
部
に
若
千
の
省
略
等
有

る
も
の
の
、
記
録
内
容
が

一
致
す
る
。
記

録
担
当
者
が
、
正
本
と
副
本
の
二
部
を
作

成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
六
年
の
皇
城
火
災
で
正
院
の
記
録

類
が
焼
失
し
た
た
め
、
政
府
は
各
府
県
に

維
新
以
降
の
達

・
願

。
伺

・
届
を
提
出
さ

せ
た
。
こ
の
際
、
秋
田
県
で
は

「御
公
務

控
」
の
記
録
を
謄
写
し

「御

一
新
以
来
御

達
願
伺
届
往
復
等
ノ
写
」
を
作
成
し
て
い

る
。
ま
た
、
記
録

の
提
出
命
令
は
華
族
に

も
出
さ
れ
た
。
東
京
府
に
移

っ
た
佐
竹
宗

家
は
、
秋
田
県
か
ら

「御
公
務
控
」
を

一

部
借
用
し
、
控
え
の
欠
落
部
分
を
埋
め
て

い
る
。
「御
公
務
控
」
は
、
公
的
記
録
の
中

で
も
保
存
の
必
要
度
が
特
に
高
い
も
の
だ

っ
た
。
統
合
後
の
秋
田
県
で
は
、
旧
県
か

ら
引
き
継
い
だ

「御
布
告
控
」
と

「御
公

務
控
」
を
再
編
綴
し
て
現
用
し
た
形
跡
が

あ
る
。

さ
て
、
「御
公
務
控
」
に
は
、
維
新
政
権

下
で
の
久
保
田
藩

（秋
田
藩
）
お
よ
び
秋

田
県
の
動
向
が
日
を
追

っ
て
記
録
さ
れ
て

い
る
。
当
時
の
政
治
的
状
況
が
詳
細
に
知

ら
れ
る
貴
重
な
史
料
と
言
え
よ
う
。

慶
応
四
年

（明
治
元
年
）
の
記
録
に
は
、

東
北
戦
争

の
際
に
新
政
府
と
久
保
田
藩
の

間
で
往
復
さ
れ
た
文
書
が
多
い
。
明
治
二

年
に
は
、
東
北
戦
争
で
降
伏
し
た
藩
の
占

領
地
管
理
に
関
す
る
文
書
が
見
ら
れ
る
。

明
治
四
年
に
な
る
と
、
秋
田
藩
の

「
四

大
事
件
」
に
関
す
る
文
書
が
目
立

つ
。
蒸

気
船
購
入
の
外
債
問
題
、
志
賀
為
吉
少
参

事
の
襲
撃
事
件
、
初
岡
敬
治
の
内
乱
陰
謀

加
担
嫌
疑
、
私
鋳
銭
問
題
で
あ
る
。
事
件

に
関
す
る
政
府
と
の
往
復
は
、
七
月
の
廃

藩
置
県
、
十

一
月
の
旧
県
統
合

の
後
も
続

い
て
い
る
。
統
合
後
も
明
治
五
年
二
月
の

新
県
開
庁
ま
で
は
、
旧
秋
田
県
で

「御
公

務
控
」
が
作
成
さ
れ
た
。

ま
た
、
「御
公
務
控
」
に
は
、
藩
政
改
革

や
旧
藩

。
旧
県
の
組
織
を
知
る
手
掛
か
り

と
な
る
文
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

廃
藩
置
県
直
前

の
秋
田
藩
に

つ
い
て
は
、

職
務
分
課
と
人
員
の
比
較
的
詳
し
い
デ
ー

タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で

も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

当
館
で
は
、
平
成
十
二
年
度
の
事
業
と

し
て
、
公
文
書
書
庫
の

「御
公
務
控
」
を

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
、
複
製
本

一
九
冊
に
ま
と
め
閲
覧
室
に
配
架
し
た
。

貴
重
文
書
書
庫
の

「公
務
控
」
も
、
既
に

複
製
本
が
配
架
さ
れ
て
い
る
。

（公
文
書
課
　
柴
田
知
彰
）
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含
文
一書
．館
一企
画
一層

‐
示
‐‐
‐
‐０

１
紹
‐‐‐‐介

当
館
で
は
、
普
及
活
動
と
し
て
平
成
五

年
度
よ
り
企
画
展
示
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
公
文
書
課
の
担
当
で

「
一
九
〇

一
年
の
秋
田
県

（仮
題
と

の
予
定
で
現

在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
企
画

展
示
の
概
要
と
過
去
に
行
わ
れ
た
展
示
を

振
り
返
り
つ
つ
、
今
年
度
に
実
施
す
る
企

画
展
示
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
本
文
は
公
文
書
課
に
関
す
る
も

の

で
、
古
文
書
課
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
こ

と
を
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

当
館
の
業
務
は
大
き
く
分
け
て
①
調
査

収
集
、
②
整
理
記
述
、
③
保
存
管
理
、
④

利
用
提
供
の
四
つ
の
段
階
が
あ
り
、
企
画

展
示
に
代
表
さ
れ
る
普
及
活
動
は
こ
の
中

の
④
利
用
提
供
に
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
。
こ
の

「利
用
提
供
」
は
利
用
者
と
最

も
密
接
に
関
わ
る
業
務
で
あ
り
、
「歴
史

資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
そ
の
他
の
記

録
を
保
存
し
、
及
び
利
用
に
供
す
る
」
と

い
う
館
設
置
目
的
と
も
関
わ
り
が
あ
る
重

要
な
業
務
で
す
。
そ
の
た
め
、
認
知
度
を

高
め
、
利
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
た

め
の
普
及
活
動
も
非
常
に
重
要
な
業
務
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
過
去
に
行
わ
れ
た
企
画
展
示
を
交

え
て
今
年
度
の
展
示
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

聰
平
成
五
年
度
実
施

「公
文
書
で
読
む
明
治
の
学
校
教
育
」

明
治
五
年
の

「学
制
」
施
行
以
後
の
秋

田
県
の
初
等
、
中
等
教
育
に
関
わ
る
資
料

を
年
代
順
に
紹
介
。
小
中
学
校
の
設
立
や

明
治
期
の
教
員
養
成
に
関
す
る
資
料
な
ど

を
展
示
し
ま
し
た
。

け
平
成
七
年
度
実
施

「明
治
十
年
代
　
秋
円
の
勧
農
政
策
」

秋
田
県
が
勧
農
政
策
を
推
進
し
た
明
治

十
年
代
の
簿
冊
を
使

っ
て
勧
農
政
策
に
つ

い
て
農
業
技
術
史
と
勧
農
行
政
史
に
分
け

て
紹
介
し
ま
し
た
。
県
内
の
各
種
試
験
場

や
品
種
改
良
、
養
蚕
業
な
ど
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

や
平
成
九
年
度
実
施

「県
庁
文
書
で
見
る
秋
田
の
鉄
道
史
」

明
治
二
十
五
年
の

「鉄
道
敷
設
法
」
制

定
以
前
が
対
象

の

「奥
羽
線

の
夜
明
け

， Ｗ

。
「鉄
道
敷
設
法
」
が
制
定
以
後
の
奥

羽
線
の
敷
設
決
定
か
ら
三
十
八
年
の
全
通

ま
で
の

「奥
羽
線
の
建
設
と
私
鉄
」
。　
三

十
八
年
か
ら
大
正
末
年
に
県
内
の
主
要
鉄

道
網
が
だ
い
た
い
完
成
す
る
ま
で
の

「私

線
の
建
設
と
鉄
道
輸
送
」
の
三
コ
ー
ナ
ー

に
分
け
て
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
方
法
と

し
て
は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
を
作

っ
て
説

明
文
を
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
し
ゃ
べ
る

形
式
で
載
せ
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
を
配
し
て

み
た
り
と
、
こ
れ
ま
で
の
展
示
と
比
べ
て

親
し
み
や
す
い
形
を
取
り
ま
し
た
。

ま
た
別
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
公
文
書
館
の

業
務
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま

し
た
。

け
平
成
十

一
年
度
実
施

「県
庁
文
書
に
記
録
さ
れ
た

秋
田
の
近
代
建
築
」

土
木
行
政
の
建
築
営
繕
関
係
の
簿
冊
を

紹
介
し
ま
し
た
。
す
で
に
取
り
壊
し
や
災

害
な
ど
で
現
存
し
な
い
建
築
物
も
多
く
、

そ
れ
ら
を
知
る
手
段
と
し
て
、
公
文
書
の

有
用
性
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
昭
和
三
十
一
年^
に
焼
失
し
た
旧
県
庁
舎
を

は
じ
め
、
今
で
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
建

築
物
な
ど
も
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
前
回
と
同
様
、
イ
ラ
ス
ト
や
カ
ラ

―
バ
ネ
ル
な
ど
も
交
え
て
、
見
や
す
い
展

示
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

や
平
成
十
三
年
度
実
施
予
定

「
一
九
〇

一
年
の
秋
田
県

（仮
題
ご

平
成
十
三
年
は
西
暦
一
．○
〇

一
年
、
新

世
紀
の
始
ま
り
の
年
と
な
り
ま
す
。
二
十

世
紀
の
百
年
は
日
本
は
も
ち
ろ
ん
Ｌ
界
中

で
政
治
、
経
済
、
産
業
と
あ
ら
ゆ
る
面
で

激
動
の
時
代
で
し
た
。
秋
田
県
で
も
こ
の

百
年
で
様
々
な
変
化
が
あ
り
、
現
在
の
制

度
と
連
続
性
が
見
い
だ
せ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
全
く
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。
百
年
前
の
県
政
を
窺
え
る
公
文

書
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
こ
の
百
年
の
変

化
を
知
る
と
同
時
に
、
記
録
保
存
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
展
示
内
容

一

「
一
九
〇

一
年

（明
治
三
十
四
年
）

の
秋
田
県
諸
統
計
」

「当
時
の
地
方
制
度
の
あ
ら
ま
し
」

「秋
田
県
政
の
重
要
施
策
」

「農
林
水
産
業
、
鉱
業
の
景
況
」

「主
な
県
内
物
産
」

「学
校
教
育
」

「兵
役
制
度
」

「そ
の
他

（佐
竹
氏
来
秋
三
百
年
祭
ほ
か
と

当
館
で
は
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
展
示
を
企
画

で
き
る
よ
う
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
館
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（公
文
書
課
　
一局
橋
　
健
治
）

八 七 六 五 四 三 二

「県庁文書に記録された秋田の近代建築Jよ り (平成11年度実施 )



貴
重
文
書
書
庫
収
蔵

湊
文
書
は
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
に
秋
田

市
の
故
湊
貞
輔
氏
の
子
息
湊
貞
之
氏
か
ら
県

立
図
書
館
に
委
託
さ
れ
、
文
書
数

一
一
九
七

点

（枝
番
を
追
加
し
て

一
二

一
八
点
）
で
、

翌
年
二
月
刊
行
の

「秋
田
県
歴
史
資
料
目
録

第
九
集
」
に
日
録
が
収
録
さ
れ
、
『湊
文
書
』

と
命
名
さ
れ
た
。
天
保
期
に
郡
本
行
を
勤
め

た
湊
曽
兵
衛
家
の
伝
来
文
書
群
で
あ
る
。

湊
家
は
中
世
に
秋
田
を
支
配
し
て
い
た
湊

安
藤

（安
東
）
氏

（
の
ち
秋
田
氏
）
の
庶
流

で
、
初
め
安
東
氏
を
称
し
て
い
た
が
、
佐
竹

義
宣
に
侍
鉄
砲
と
し
て
仕
官
し
、
元
禄
期
以

降
に
湊
氏
に
も
ど

っ
た
。
『諸
士
系
図
』
曾
子

保
期
成
立
）
二

一
―

一
六

「安
倍
姓
湊
氏
」
、

湊
二
五

「湊
系
図
」

（明
和
四
年
提
出
）
、
湊

二

一　
一湊
家
由
緒
書
井
系
図
」
（明
治
五
年
、

湊
又
右
衛
門
提
出
）
に
よ
る
と
、
湊
家
の
家

系
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

「安
東
氏
季

（
摂
津
守
＝
秋

田
東
太
郎
愛

季
先
祖
庶
流
）―
某

（孫
太
郎
Ｙ

‐種
季

（右

馬
允
）
―
恒
季

（弥
次
右
衛
門
＝
人
英
公

ニ

十
鉄
砲
勤
仕
）
―
湊
道
季

（弥
治
右
衛
門
）

―
年
季

（弥
治
右
衛
門
）

規
季

（弥
七
）

―
兼
季

（
又
右
衛
門
）
―
□
季

（曽
兵
衛
）

―
興
季

（又
右
衛
門
）―
則
季

（弥
七
ご

湊
家
の
住
居
は
築
地
下
東
町
に
あ
り
、
近

世
か
ら
明
治
に
か
け
て
同
町
の
町
役
の
地
位

に
あ
り
、
そ
の
関
係
の
史
料
も
残
さ
れ
て
い

る

（七
三
点
）
。

石
高
は
正
徳
四
年

（
一
七

一
四
）
の
分
限

帳
に

「安
藤
弥
次
右
衛
門
　
四
拾
石
」
と
あ

り
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
の
分
限
帳
に

「湊
又
右
衛
門
　
四
十
八
石
八
斗
七
升
八
合

大
関
端

一
と
出

て
い
る
。
領
地
は
四
屋
村

（現
大
山
市
）
と
三
梨
村

（現
稲
川
町
）

の

支
郷

・
京
政
村
に
あ
り
、
赤
沢
村
丸
木
橋

（現
井
川
町
）
に
開
田
が
あ

っ
た
。
そ
れ
ら

か
ら
の
物
成
や
小
役
銀
の
徴
収
関
係
の
史
料

も
残
さ
れ
て
い
る

（三
八
点
）
。

湊
国
季
は
役
職
に
関
わ
る
御
用
日
記
を
残

し
て
お
り
、
特
に
郡
奉
行
と
し
て
在
方
を
回

在
し

て
い
る
間

の

「
同
在
中
御
用
留
書
」

（写
真
）
は
、
郡
奉
行
の
実
務
を
詳
細
に
記

録
し
て
お
り
貴
重
で
あ
る
。
国
季
は
、
文
政

四
年

（
一
八

一
一
）
か
ら
天
保
十
四
年

（
一

八
四
三
）
ま
で
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
連

続
し
て
日
記
を
残
し
て
い
る

（安
政
六
年
に

死
去
）
。
日
記
か
ら
わ
か
る
国
季
の
役
職
は

次
の
通
り
。

文
政
四
～
七
…
御
厩
請
払
役

文
政
九
～
十
…
郡
方
見
回
役
加
勢

文
政
卜
～
十
三
…
郡
方
吟
味
役

文
政
十
三

（天
保
元
）
…
御
副
役

天
保
三
～
十
四
…
郡
奉
行

国
季
の
孫
の
則
季

（弥
七
）
は
、
幕
末
の

元
治
か
ら
慶
応
に
か
け
て
江
戸
を
往
復
し
、

道
中
日
記
や
江
戸
逗
留
口
記
を
残
し
て
い
る

（日
記
類
は
全
部
で
三
二
点
）
。
ま
た
、
湊
家

は
、
明
治
期
後
半
に
か
け
て
大
地
主
と
な

っ

て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
連
す
る
借

用
証

（明
治
十
三
～
三
卜
七
年
）
も
大
量
に

残
さ
れ
て
い
る

（約
二
三
０
点
、　
一
八
％
）
。

湊
文
書
の
整
理
方
法
は
整
理
番
号
が
通
し

番
号
に
な

っ
て
い
る
が
、
十
進
分
類
に
な

っ

て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
別
表
の
通
り
。
内
容

別
分
類
の
た
め
、
た
と
え
ば
湊
曽
兵
衛
書
状

が
そ
の
内
容
に
よ

っ
て
別
々
に
な

っ
て
い
る

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
史
料
群
の
原
秩
序
は

失
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
再
整
理
の
結
果
、
史
料
総
数
は

一

二
八
〇
点
で
あ

っ
た
。
明
治
以
降
の
も
の
は

四
二
０
点
あ
り
、
三
三
％
を
占
め
て
い
る
。

内
訳
は
書
状

（
一
四
０
点
）
、
党

（
一
二
六

点
）
な
ど
が
多
く
、
最
も
多
い
も
の
は
借
用

証
や
受
取
書
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
印
刷
物

は
三

一
点

（木
版
二
八
点
、
刊
本
三
点
）
で

明
治
以
降
ま
で
含
め
た
史
料
群
と
し
て
は
極

端
に
少
な
く
、
写
の
四
七
点
を
差
し
引
い
た

原
本
は
九
四
％
を
占
め
る
。
状
態
の
わ
る
い

も
の
は

一
割
弱

（九
六
点
、
う
ち

一
二
点
は

開
覧
不
能
）
で
あ
り
、
お
お
む
ね
史
料
の
状

態
は
よ
い
。

湊
家
に
関
連
す
る
他
の
史
料
と
し
て
は
、

元
禄
家
伝
文
書
五
通
、
秋
田
藩
家
蔵
文
書

「湊
弥
次
右
衛
門
矩
季
家
蔵
文
書
」
八
通
が

あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
家
の
安
藤
家
は
秋
田

氏
と
し
て
三
春
藩
主
で
近
世
を
終
え
た
が
、

曽
兵
衛
の
代
に
交
際
が
復
活
し
文
政
か
ら
明

治
初
め
ま
で
年
賀
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。
　

　

　

（古
文
書
課
　
佐
藤
　
隆
）

湊98～ 151 回在中御用留書 (19冊 )
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様
存
施
設
を
訪
ね
て

＝
町
教
育
．委
員
会

太
田
町
に
は

「法
隆
寺
金
堂
壁
画
模
写
」

（町
文
化
財
指
定
）
が
あ
り
ま
す
。
法
隆

寺
金
堂
壁
画
自
体
は
昭
和
二
十
四
年
に
焼

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
国
立
博
物
館

と
太
田
町
に
現
在
も
模
写
が
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
同
町
保
存
の
模
写
は
同
町
出

身

の
鈴
木
空
如
画
伯
に
よ
り
明
治
四
十
年

か
ら
昭
和
六
年
ま
で
の
二
十
六
年
間
と
い

う
歳
月
を
費
や
し

て
完
成
し
た
も

の
で

す
。
大
壁
四
面
は
い
ず
れ
も
高
さ
二
。

一

二
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
二
．
六
七
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
小
壁
八
面
も
高
さ
は
大
壁
と
同
じ

で
、
幅
は

一
．
五
八
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

太
田
町
で
は
こ
の
模
写
を
収
蔵
す
る
た

め
に
役
場
に
隣
接
し
て
い
る
太
田
文
化
プ

ラ
ザ
に
収
蔵
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
収
蔵
庫
は
内
装
は
木
張
り
で
、
二

太
田
町
太
田
字
新
田
田
尻
三
―
四

四
時
間
空
気
調
整
を
し
て
お
り
、
温
度
は

三
四
度
、
湿
度
は
六
〇
バ
ー
セ
ン
ト
に
保

た
れ
て
い
ま
す
。

模
写
絵
の
ほ
か
に
は
町
内
の
方
々
か
ら

寄
贈
ま
た
は
寄
託
さ
れ
た
古
文
書
も
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
木
製
の
書
棚

に
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
収
蔵
庫

は
温
温
度
が

一
定
に
保
た
れ
て
い
る
の
で

古
文
書
を
保
管
す
る
に
も
最
適
で
す
。

な
お
、
模
写
絵
は
年
に

一
度
太
田
文
化

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
十

二
面
す

べ
て
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

古
文
書
解
読
講
座
の
ご
案
内

当
館
で
は
、
本
年
度
も
左
記
の
要
領
で
、

古
文
書
解
読
講
座
を
開
催
す

る
予
定

で

す
。
こ
の
講
座
は
古
文
書
解
読
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
当
館
所
蔵
の
近
世
文

書
を
教
材
と
し
て
開
館
以
来
毎
年
行

っ
て

い
る
も
の
で
す
。
古
文
書
解
読
を
通
じ
て

歴
史
の
実
証
的
研
究
方
法
や
、
古
文
書

・

公
文
書
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

期
日
　
七
月
二
十

一
日

（火
）

八
月

一
日

（水
）

（同
じ
内
容
で
す
の
で
、
ど
ち
ら

か

一
日
を
お
選
び
下
さ
い
。
）

会
場
　
公
文
書
館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員
　
両
国
と
も
四
〇
人

申
込
方
法往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

受
講
希
望
日
を
明
記
の
上
、
個

人
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

申
込
先
　
一丁
Ｏ

．
Ｏ
１
０
九
五
二

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

秋
田
県
公
文
書
館
古
文
書
課

古
文
書
解
読
講
座
係

申
込
期
間
　
七
月

一
日
～
十
五
日

市
町
村
史
料
保
存
機
関
連
絡

協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

当
館
で
は
、
今
年
度
も

「市
町
村
史
料

保
存
機
関
連
絡
協
議
会
」
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
市
町
村
で
古
文
書
を

含
む
文
化
財
の
保
存
に
関
わ
る
職
員
、
市

町
村

の
史
料
保
存
施
設

の
実
務
担
当
者
、

自
治
体
史
編
纂
過
程
で
の
史
料
収
集

・
整

理
な
ど
に
携
わ
る
実
務
担
当
者
、
役
場
文

書
担
当
者
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
公
文
書

や
古
文
書

の
整
理

・
保
存

・
利
用
な
ど
に

関
す
る
情
報
交
換
を
行
う
も
の
で
す
。

公
文
書

の
公
開

・
非
公
開
を
含
め
、
史

料
保
存
機
関
と
し
て
の
問
題
点
、
ま
た
日

常
業
務

の
な
か
で
の
悩
み
や
疑
問
点
な
ど

が
解
決
の

一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
関
係
諸
機
関
に
追

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
七
月
二
日

（月
）

内
容
　
①
史
料
の
整
理

・
保
存
に
関
す
る

情
報
提
供

②
史
料
整
理

・
保
存

・
利
用

。
所

在
な
ど
に
関
す
る
情
報
交
換

髯

こ

ザ
ご
≒
一

十一号小壁「普賢薔薩J

収蔵庫内のようす



靡
鶉
褥
儡
蝙
巫

島
事
業
年
報
』
第
八
号
の
発
行
　
・

（五
月
）

。
館
報
「公
文
書
館
だ
よ
り
」
の
発
行

（四
月
上
旬
、
十
月
上
旬
）

Ｌ
研
究
紀
要
』
第
八
号
の
発
行

（平
成
十
四
年
三
月
）

。
特
別
整
理
期
間
に
よ
る
休
館

（十
二
月
三
日
～
十
三
日
）

。
書
庫
燻
蒸

（未
定
）

。
市
町
村
史
料
保
存
機
関
連
絡
協
議
会

（七
月
二
日
）

は
な
洸
逹
縣
躊
緻

。
公
文
書
の
引
継
ぎ

（六
月
）

。
公
文
書
の
目
録

・
行
政
資
料
目
録

の
整
備

。
公
文
書

・
行
政
資
料
公
開
冊
数
の

追
加

。
中
性
紙
保
存
箱
へ
の
収
納

促
進

。
公
文
書
の
保
存

。
廃
棄
の
選
別

。
公
文
書
の
廃
棄

・
県
政
映
画
の
補
修

・
恒
久
保
存

と
ビ
デ
オ
化

。
公
文
書
の
マ
イ
．ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化

・
企
画
展
示
―

一
九
〇

一
年
の
秋
田

県

（仮
題
）
（前
期
八
月
～
九
月
、

後
期
十
月
～
十

一
月
、
館
内
特
別

展
示
室
）

●
．

平
成
五
年
度
引
継
公
文
書

鰊
鰊
鰊
鰊

評
価
選
別
状
況

当
館
で
は
平
成
九
年
度
以
降
、
県
庁
か

ら
の
引
継
公
文
書
に
つ
い
て
、
歴
史
資
料

と
し
て
保
存
す
る
べ
き
資
料
を
選
別
す
る

た
め
評
価
選
別
を
行

っ
て
い
る
。
今
年
度

は
十

二
月
末
ま
で
に
平
成
五
年
度
引
継
分

の
う
ち
土
本
部
を
除
く
本
庁
各
課
の
簿
冊

に

つ
い
て
作
業
を
終
了
し
て
お
り
、
十

二

月
末
現
在
で

一
〇
，

八
六
九
冊
を
評
価
選

別
し
て
、
八
，
〇
九
九
冊
の
保
存
と

一
〇
，

一
三
四
冊
の
廃
棄
を
決
定
し
た
。

今
年
度
は
こ
の
他
に
本
庁
土
木
部
等

の

評
価
選
別
を
進
め
て
お
り
、
二
月
末
ま
で

に
全
て
の
作
業
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

（公
文
書
課
　
一二
澤
亜
希
子
）

当
館
で
は
本
年
三
月
に

『
渋
江
和
光

日
記
』
第
八
巻
と
所
蔵
古
文
書
目
録
第

四
集

『
系
図
目
録
Ｉ
』
を
刊
行
し
ま
し

た
。
『
渋
江
和
光
日
記
』
第
八
巻
は
、
天

保

二
年

（
一
八
三

一
）
四
月
か
ら
四
年

（
一
八
三
三
）
六
月
ま
で
、
藩
の
御
相
手

番

・
渋
江
和
光
四

一
歳
か
ら
四
三
歳
に

か
け
て
の
日
記
で
す
。
当
時

の
藩
政
の

様
子
の

一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。『系
図
目
録
』
は
当
館
貴
重
文
書
書

庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
秋
田
藩
士
の
系

図
関
係
史
料
を
三
冊
に
分
け
て
刊
行
す

る
予
定
で
す
。
今
回
は
そ
の

一
冊
目
と

し
て
、
享
保
期
に
藩
が
ま
と
め
た

「諸

士
系
図
」
（Ａ
二
八
八
．

二
―
五
九
〇

・

五
九

一
）
を
中
心
に
江
戸
時
代
前
期

の

系
図
史
料
を
収
め
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
今
後

の
当
館

の
利
用
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

公
文
書
館
だ
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り
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十
四
号

平
成
十
三
年
四
月

一
日
発
行

編
集
発
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秋
田
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公
文
書
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〒
〇

一
〇
―
〇
九
五
二

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

８
０

一
八

（八
六
六
）
八
三
〇

一

印
刷
　
株
式
会
社
　
塚
田
美
術
印
刷

平成12年度評価選別状況 (12月 末現在 )

黎 鞭 卿

総 務 部 1,188 1,137

企画振興部 947 306 641

健康福祉部 2,677 14 2,663

生活環境文化部 4 308

農 政 部 2,282 58 2,224

林 務 部 2,301 2,273

産業経済労働部 |,162 274 888

計 101869 10,134


